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係留気球を用いて接地層における微量成分の鉛直分布特性をトレースする試み
An attempt to profile the vertical distributions of trace gases and aerosol particles in the
surface layer
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人為起源および自然起源で放出された微量物質（ガス状および粒子状）は化学的変質を受けつつ、より空間的に広範
な領域へと拡散・輸送される。とりわけ、大気下層の微量物質の分布・変動特性は、人体の健康や植物にも影響を及ぼし
うるため、人間生活圏と森林圏を直接取り巻く大気の化学的性状を理解することは重要な課題である。従来、大気化学
成分の変動の研究は、地上定点観測や航空機をプラットフォームとして用いた観測がほとんどであった。しかしながら、
一次放出物の化学的変質および拡散・輸送の初期段階に着目すると、そのプロセスは地表面近傍の気象要素の特性に強
く依存する。そのため、地上のみの面的な観測のみからでは、大気下層における微量物質の動態を精密に把握すること
には自ずと限界がある。他方、航空機をチャーターした観測実験では、航空法に基づく最低安全飛行高度による制約の
ため、接地境界層を含んだ高度領域での観測は容易ではない。また、コストの観点からも、頻繁な航空機実験は困難で
ある。我々は、接地境界層を含む対流圏最下層部における微量物質の分布・変動特性をより精緻に理解することを目指
して、新しい研究手法の創出を目指している。本研究では、従来は微気象観測等に用いられてきた係留気球をプラット
フォームとして利活用し、地表面から地上 100mにおける化学成分の分布・変動特性を連続観測することを試みた。特に、
ドップラーソーダーやライダーなどのリモートセンシング機器を用いることで、時々刻々とダイナミックに変動する気象
要素を高い時間分解能で追尾しつつ、化学成分の変動特性に絡めた考察をすることを目指した。観測は、滋賀県甲賀市
にある京都大学生存圏研究所MUレーダー観測所（34.9°N, 136.1°E）において、2011年 9月に実施した。構築した
システムの詳細や、観測データとその解析結果は講演で紹介する。また、我々の手法の長所・短所についても議論する。
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